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現代 の欧米の新 しい宗教的実践におけるジェンダーにっいて
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1.序 論

1-1 は じめ に

 1960年 代 以 降,ヨ ー ロ ッパ の プ ロ テ ス タ ン ト諸 国 で は,キ リス ト教 の教 会 に通 う人 が 減 少

す る一 方 で,伝 統 的 な キ リス ト教 以 外 の 信 仰 に 関心 を もち,実 践 す る人 が 増 加 す る と い う現 象

が生 じて い る。 この よ う な信 仰 は総 称 して,オ ル タ ナ テ ィ ヴ宗 教(alternative religion)と か オ

ル タ ナ テ ィ ヴ ・ス ピ リチ ュ ア リテ ィ と呼 ばれ,異 端 と さ れ て き た キ リス ト教 や ヨー ロ ッパ 以 外

の地 域 を 起 源 と す る宗 教 に基 づ く信 仰 だ けで な く,キ リス ト教 が 到 来 す る以 前 の ヨ ー ロ ッパ に

あ っ た と さ れ る宗 教 に 由 来 す る信 仰 もみ られ る。 本 稿 で 取 り上 げ る女 神 運 動 (Goddess move.

ment)も,後 者 の 一 つ で あ る。

 欧米の英語圏諸国を中心にみ られる現代の女神運動 は,1960年 代後半の女性解放運動 の時

代に,キ リス ト教の父権的な価値観に反発 した北米の女性たちによって,女 性 の社会的地位の

向上だけでな く,精 神的な解放を目指 して始まったとされる。 近年ではアメリカに5o万 人,

イギ リスに も11-12万 人の実践者がいると想定 されている 匸Griffin 2000:ユ4]。 しか しなが

ら,女 神運動 に関わる男性の実態は知 られていない。そこで本稿では,イ ングランド南西部 の

グラス トンベ リーという町で始まった女神運動の実態にっいて報告す る。 とりわけ,女 性性を

重視する宗教的実践 における男性実践者の存在に注目 し,男 性が排除されているのではな く,

むしろその存在が歓迎されていることと,男 性実践者が女神および女神運動 に関心をもっ背景

が多様であることを示す。

*か わ に し え りこ 京 都大学大学 院人 間 ・環境学研 究科
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1-2 女神運動の成 り立ち

現代の女神運動の実践の歴史の転換点 の一つは,1951年 にイギ リスで魔女禁止令が廃止さ

れ た こ とで あ る 。 これ を 境 に,イ ギ リス で は1950年 代 半 ば ご ろか ら,魔 女(witch)1)を 名 乗

る人 々 が 少 しず っ 現 れ て きて,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム(Neopaganism)と い う運 動 が起 こ る。 実 践

者 は ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ムを,魔 女 術(Witchcraft)や ドル イ ド教(Druidry)2)と い った,キ リス

ト教 が 到 来 す る前 に ヨ ー ロ ッパ に存 在 して い た,ケ ル ト文 化 な どの 自然 崇 拝 的 な信 仰 へ の 復 興

運 動 と位 置 づ け て い る。 魔 女 の 存 在 を世 間 に 知 らせ た と して 有 名 な の が,現 代 魔 女 術 の父 と呼

ば れ る ジ ェ ラル ド ・ガ ― ドナ ー(1884-1964)で あ る。 彼 は,1939年,年 老 い た あ る魔 女 と 出

会 い,消 え か け て い く魔 女 術 の知 恵 を書 物 に 残 そ う と した 。 この と き,彼 の オ カ ル ト趣 味 と民

俗 学 の 知 識 が 融 合 さ れ,創 られ た新 しい魔 女 術 が 現 在,ウ イ ッカ(Wicca)と 呼 ば れ る,多 数

派 の 魔 女 術 で あ る。 ウイ ッカ は,現 代 の 庭 女 の 多 数 派 を 占 め て い て,実 践 者 に は都 会 の住 人 が

多 く,男 性 の姿 もみ られ,少 人 数 の集 団 で お こな う儀 式 を重 視 す る。 英 語 圏 で 「魔 女 術 」 と い

え ば 一 般 的 に は ウ イ ッ カの こ とを 指 して い る。 一 方,民 間 療 法 や い わ ゆ る お ま じな い に携 わ る

ヘ ッ ジ ウ イ ッチ と呼 ば れ る魔 女 も い る。 ヘ ッ ジ ウ イ ッチ の大 半 は,田 舎 で 暮 ら し,1人 で活 動

して い る女 性 で あ る。

 ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム は196o年 代,オ カ ル トブー ム を 背 景 に,主 に書 物 を通 じて北 米 に 伝 わ る。

ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ムが 伝 わ っ た 頃,北 米 で は 第 二 波 フ ェ ミニ ズ ムが 勃 興 して い た 。 ユ ダヤ=キ リ

ス ト教 の 女 性 軽 視 の姿 勢 を批 判 し,後 に教 会 か ら離 脱 した デ ィ レイ な ど フ ェ ミニ ス ト神 学 者 の

影 響 か ら,女 性 解 放 運 動 が 盛 りあ が りを み せ て い たの だ。 リュ ー サ ー は,聖 書 を 解 釈 しな お し,

教 会 の 内 部 か ら フ ェ ミニ ズ ム を推 進 しよ う と した が[リ ュ ーサ ー1996(1983)],ク ライ ス トは,

教 会 内部 か らの フ ェ ミニ ズ ム の 展 開 に 限界 を感 じ,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム に 興 味 を もつ よ うに な る

[Christ and Plaskow 1979]。 後 者 の よ うな フェ ミニ ス トの 目 に は,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム に お け

る女 神 や 魔 女 は,「 女 性 の 力 の称 賛 」[GQrdon 1995:9]と か 「ヨ ― ロ ッパ の 遺 産 に お け る 自

立 した 女 性 」[Hutton 1999:341]と 映 った。 女 神 や魔 女 は父 権 的 な ユ ダ ヤ=キ リス ト教 へ 対

抗 す る た め の格 好 の象 徴 だ っ た の だ。

 ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム に関 心 を も っ た フ ェ ミニ ス トは,フ ェ ミニ ス ト魔 女(feminist witch)と 呼

ば れ る よ うに な る。 ス タ ― ホ ー ク は男 性 に と って の 女 神 の必 要 性 を 訴 え た が,デ ィ レイ は男 性

を 邪 悪 な 存 在 とみ な し,ブ ダ ペ ス トは 女 性 だ け の共 同体 の 形 成 を 目 指 す 分 離 主 義 を主 張 した

[Budapest 1989;Daly 1978;ス タ ー ホ ー ク1994(1979)]。 ま た,考 古 学 者 の ギ ン ブ タス は,

新 石 器 時 代 の ヨ ー ロ ッパ に あ った 女 神 を 中 心 とす る平 和 的 な文 化 は 父 権 的 な 文 化 を もっ 侵 入 者

に破 壊 さ れ た と い う説 を 唱 え た[ギ ン ブ タス1989(1981)]。

 この よ うな,女 神 偏 重 で急 進 的 な姿 勢 は,主 流 の ネ オ ペ イ ガ ンに は必 ず し も歓 迎 され なか っ

た。 ネ オ ペ イ ガ ンは,フ ェ ミニ ス ト魔 女 が 男性 と女 性 の エ ネ ル ギ ー の バ ラ ンス な ど 自分 た ち の
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伝 統 を 軽 視 して い る と し て 不 快 感 を あ ら わ に し た の で あ る 。 そ の 結 果,フ ェ ミニ ス ト魔 女 術 は

1980年 代 後 半 か ら は,「 女 神 の ス ピ リチ ュ ア リテ ィ(Goddess Spirituality)」 と か,単 に 「女 神

(the Goddess)」 と 呼 ば れ る よ う に な っ た[Hutton l999:355]。 他 に も女 神 崇 拝/信 仰(Goddess

worship),女 性 の 霊 性 運 動 (female spirituality movement),霊 性 フ ェ ミ ニ ズ ム (spiritual

feminism)な ど 様 々 な 名 称 で 呼 ば れ る が,近 年 で は 「女 神 運 動 」 と 呼 ば れ る こ と が 増 え っ っ あ

る た め[Bowman 2005;Griffin 2000;Rountree 2004;Salomonsen 2002],本 稿 で も 「女 神

運 動 」 と記 して い る3)。

女 神 運 動 の 実 践 者 は,「 大 母(Great MOther)」 とい う概 念 を 提 示 した ユ ング心 理 学 や,女 神

を崇 拝 す る と い う共 通 点 を もつ ヒ ン ドゥー教 や ネ イ テ ィ ヴ ・ア メ リカ ン文 化 に 関 心 を もっ よ う

に な る。 ま た,女 性 の 出 産 能 力 と大 地 の豊 饒 性 を 結 び つ けて,女 神 を 自然 の象 徴 とみ な し,そ

の 自 然 を守 ろ う と環 境 運 動 や反 核 運 動 に も参 加 した。 この よ うに して,女 神 運 動 は フ ェ ミニ ズ

ム か ら もネ オ ペ イ ガ ニ ズ ムか ら も独 立 した一 派 を 形 成 して い った の で あ る。

現 代 の女 神 へ の 関 心 は,フ ェ ミニ ス トの ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ムへ の接 近 か ら始 ま っ た が,考 え 方

の違 い か ら ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム と相 容 れ る こ とが難 し く,女 神 運 動 と い う新 しい 運 動 を形 成 す る

に至 っ た と ま と め る こ とが で き る。

1-3.先 行 研 究

 女神運動が台頭 したのは,神 的存在が男性のイメージで語 られるキ リス ト教に違和感を抱 い

ていた欧米の女性たちにとって,女 神の象徴は女性にも神的な力を認めている点が魅力的だつ

たからだ と説明されてきた[小 松2007,佐 伯1998]。 ここでは,先 行研究の問題点 として,女

神運動の担い手 として女性だけが想定 されて きたことを指摘する。

 エ ラ ー は,女 神 運 動 の特 徴 と して実 践 者 が,自 分 た ち の宗 教 は女 性 に活 力 を もた らす も の で

あ る こ と,儀 式 は活 力 を も た らす た め の 道 具 と聖 な る もの との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 手 段 で あ

る とみ な して い る こ と,歴 史 的 に ジ ェ ン ダ ー関 係 が どの よ う に構 築 さ れ て きた か 考 え る こ と,

の三 点 を 挙 げ て い る[Eller 1995(1993):3]。 また,小 松 に よ る と,「 女 神 信 仰 と い う新 しい

宗 教 活 動 に参 加 して い る女 性 た ち は,女 神 の 復 活 を求 め,古 い 象 徴 に新 しい意 味 を付 与 し,自

分 た ち な り の 世 界 観 や 儀 式 を 創 造 し よ う とす る積 極 的 な 運 動 を 展 開 して い る 」[小 松2007:

178]。 っ ま り,エ ラ ー や小 松 は女 神 とい う女 性 的 な神 的 存 在 の 象 徴 を,ジ ェ ン ダ ー を 同 じ くす

る女 性 に と って 有 益 な もの だ と暗 示 して い る。 ニ ュー ジ ー ラ ン ドに お け る女 神 運 動 の実 態 を 調

査 した ラ ウ ン ッ リー も,女 神 運 動 の実 践 者 は女 性 だ と 自明 視 し,調 査 対 象 を 女 性 に限 定 して い

る [Rountree 2004]Q

佐伯 も,女 性のみを対象 としたアメ リカ人によるギ リシャへの 「女神巡礼」 ッアーに参加 し,

そこで体験 した儀礼 は 「女性が主宰 し,女 性のみが参加することに意義が認 められている。そ
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れは男性主導型のキ リス ト教の儀礼に対する批判や違和感から生まれ,女 性の女性による女性

のための救いと 「癒 し」 を目的 としている」 と述べている[佐 伯1998:374]。 ここでも,女

神によって救われ,癒 される対象は女性 とされている。

 田中は現代社会における女神崇拝にみ られる典型的な主張を四点挙げているが,そ のうちの

三点は,1)古 代には女神崇拝を中心 とする,女 性の地位が高 い世界があった,2)フ ェ ミニ

ズムを推進す るうえで,女 性 には象徴 としての女神が必要 である,3)母 を中心 とする社会は

理想的であり,父 性 の発見が女性の地位を低めた[田 中..; 7-9]で あり,女 性の地位の

高さが主要な関心事 とな っている。最後の四点目は,人 類学者プ レス トンが,エ リァーデ監修

の 『宗教百科事典』 に執筆 した 「女神崇拝」の項目に基づいていて,「 ポス ト産業社会に住む

人々にとって,都 市生活の寂 しさ,自 立の強調,技 術社会 における社会生活のペースの早さ,

自然 との断絶などか らくる幻滅は,と くに母のイメージに代表 され るような聖 なる世界に戻る

ことで癒 されると考える」[田 中1998:9]と いうプ レス トンの意見 を紹介 している。 これは

女性 や男性 といった実践者のジェンダーに偏 らない,よ り一般的な立場か らの主張だといえる。

 このよ うに,こ れ までの女神運動の研究では,女 性実践者に焦点 があて られる一方で,男 性

実践者に対す る考察が欠けていた。プレス トンにして も,ジ ェンダ―の区別を していないとい

うだけで,男 性に注 目しているわけではないのである。

 女神運動の出発点の一っが父権的なキ リス ト教か らの女性の解放 を目指す フェ ミニス ト神学

だったこと,女 性だけのグループも存在 していることから,一 般的にも女神運動に携わってい

るのは女性だけだと想定 されがちである。 しか し,女 神運動が始まった頃 と比べると,女 性を

取 り巻 く社会状況 も変化 しているし,男 性の参加を容認せずに,参 加対象者を女性に制限すれ

ば,運 動 の発展に限界を もたらすことになる。女神運動に大きな影響を与えて きたディレイは,

1999年 男子学生の受講を拒否 したため,ボ ス トン大学か ら退職を求め られた4)。これは,急 進

的なフェミニズムが絶頂期を過 ぎたことの一っの象徴である。また,小 松 は長年,女 神崇拝に

っいて批判的な立場 にあった,フ ェミニス ト神学者の リューサーが2006年 に出版 した著書を

分析 し,彼 女が女神崇拝 に歩み寄 る姿勢をみせていることを明 らかにし,フ ェ ミニス ト神学の

限界 も示唆 している 匚小松2006]。 さらに,男 性による女神探求の書籍 も出版 されている5)。

これ らの理由か らも,現 在の女神運動 と将来の女神運動の可能性にっいて検討するためには,

女神運動 における男性 に注目することは欠かせない。

 本稿では,男 性の参加者の割合が比較的高い女神運動の実態を フィール ドワークに基づいて

述べ ることで,女 神運動 と男性 という問題にっいて検討す るとともに,現 在,欧 米で勃興 しっ

つある新 しい宗教的実践の一っにっいて,ジ ェンダーの視点か ら最新の報告をおこなうことを

目的 とする。

続 く2.で は,調 査地 グラス トンベ リーの概要 と当地における女神運動の位置づけを確認す
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る。3.で は,本 女 神 運 動 の 成 立 の背 景 と現 在 の様 子 を 明 らか に し,4.で は,5人 の 男 性 参

加 者 の ラ イ フス トー リー を紹 介 す る。 続 く5.で は これ ま で の 女 神 運 勤 に お け る男 性 の 位 置 づ

け に っ い て 考 察 し,最 後 の6。 で は,結 論 を述 べ る。3.と4.は 主 に,グ ラ ス トンベ リーで

の2005年11月 と12月,2006年4月 か ら9月,2008年7月 か ら8月,2009年1月 か ら8月

の合 計13ヶ 月 間,及 び ハ ンガ リー の 首 都 ブ ダペ ス トで の2008年6月 後 半 の10日 間 の 文 化 人

類 学 的 な 現 地 調 査 に基 づ い て い て,調 査 方 法 と して は 参 与 観 察 と非 構 成 的 イ ン タ ビュ ー を併 用

した 。

2.グ ラ ス ト ン ベ リ ー と い う 町

 欧米諸国の中でもイングランドは,キ リス ト教徒の減少 と,そ れに伴 うオルタナティヴ宗教

やオルタナティヴ ・スピリチュアリティと呼ばれる実践 に関心を もつ人の増加がもっとも顕著

な国の一っである。 イングランド南東部や大都市で盛んだが,本 稿で取 り上げるグラス トンベ

リーは田舎町であるにもかかわらず,様 々なオルタナティヴの実践がみ られる町として知 られ

ている。

 グ ラス ト ンベ リー は イ ギ リス南 西 部 サ マ ー セ ッ ト州 に 位 置 し,人 口 約9000人 の う ち,白 人

が98.5%を 占 め て い る[Census 2001]。 過 疎 化 が進 ん で い るわ け で は な いが,失 業 率 が 高 く,

特 に教 育 水 準 の 低 い 若 年 層 の 失 業 や低 賃 金 労 働 が問 題 とな って い る○ こ の 町 は現 在,欧 米 諸 国

の間 で は ニ ュ ー エ イ ジの聖 地 と して広 く知 られ て い る。

 青 山[1992]に よ る と,当 地 に は紀 元 前 後 か らケ ル ト系 の人 々 が 定 住 して い た よ うだ が,6

世 紀 に 大 陸 か らア ン グ ロeサ ク ソ ン人 が 到 来 す る。 そ れ に伴 って カ ト リ ッ クが 伝 来 し,修 道 院

が造 られ た 。 中 世,こ の修 道 院 は イ ギ リスで 最 も繁 栄 した修 道 院 の 一 っ で あ っ た た め,町 も繁

栄 を極 め て い た。 しか し,16世 紀 の 宗 教 改 革 の 際,修 道 院 は閉 鎖 さ れ,町 は急 速 に衰 退 して

い く。 グ ラス トンベ リー へ の 再 評 価 が起 こ っ た の は,産 業 革 命 の 反 動 か ら 自然 へ の賛 美 とケ ル

ト文 化 へ の 関 心 が 高 ま っ た19世 紀 の こ とで あ る。 こ の 時 期,ド ル イ ド,初 期 キ リス ト教6),

ア ー サ ー王7),ア ヴ ァ ロ ン島(lsle of Avalon)8)の 伝 説 と結 び つ い た グ ラ ス ト ンベ リー は ロ マ ン

主 義 者 を ひ きっ け た 。 しか し,表 面 的 に は ま だ農 業 を主 な 産 業 とす る一 般 的 な 田舎 町 だ った 。

 そ の 様 相 が 大 き く変 化 した の は1970年 前 後 の こ とで あ る。 当 時,イ ギ リス の 産 業 構 造 の 変

化 に伴 う農 業 の衰 退 と羊 皮 工 場 の撤 退,隣 町 に あ つ た靴 工 場 の海 外 移 転 に伴 い,失 業 問 題 が 深

刻 化 して い た 。 そ ん な 中,1970年 に始 ま っ た グ ラス トンベ リー ・フ ェ ス テ ィ ヴ ァル9)の 影 響 を

受 け た ヒ ッ ピー が この 地 を訪 れ る よ うに な っ て い た。 さ ら に,物 質 主 義 や キ リス ト教 と い った,

欧 米 に 主 流 の 文 化 に 満 足 で き ず,オ ル タ ナ テ ィ ヴ(alternative)10),っ ま り精 神 的 な 事 柄 や

ニ ュ ー エ イ ジ的 な 思 考 に ひ か れ た人 々 が 訪 れ る よ う に な り,ユ980年 代 か ら は移 住 者 も 出 て き

一273一



人  文  学  報

た。新住人の多 くが,空 き店舗 になり始めた町の中心部にニューエイジの店を開 き,宿 泊施設

を始 めた ことによ り,町 は活気 を取 り戻 し始 めた。町の変貌を快 く思わ なか った旧住人 も

ニューエイ ジ関連事業のもたらす経済効果 を認め,2000年 代 に入 ってか らはニューエイジ関

連の旅行者を積極的に誘致 しな くても歓迎す るようになっている。

 現 在,グ ラ ス ト ンベ リー は手 軽 にス ピ リチ3ア リテ ィや ニ ュ ー エ イ ジに 接 触 で き る町 と して

知 られ て い る 。 町 の 中 心 部 で は,水 晶 や タ ロ ッ ト,魔 術 に使 う商 品,ヨ ガ や 瞑 想 の 道 具,薬 草

や 香 な どが 売 られ て いて,毎 日,町 の ど こか で,ヒ ー リ ン グや 占 い の ワー ク シ ョ ップが 開 か れ

て い る。 ア ロ マ セ ラ ピー や マ ッ サ ー ジな ど の 代 替 療 法 を 体 験 す る こ と もで き る し,ミ ス テ

リー ・サ ー クル や 巨 石 文 化 の 愛 好 家 が集 う祭 典 も開 か れ て い る。

 グ ラス トンベ リーで み られ る宗 教 的 活 動 も,こ の規 模 の イ ギ リス の 町 に して は,多 様 性 に富

ん で い るが11),お 互 い の 間 で 目立 っ た衝 突 は み られ な い。 宗 教 的 活 動 は,キ リス ト教 多 数 派 と

して 英 国 国 教 会,メ ソ ジス ト,合 同 改 革 教 会12),カ ト リッ ク,少 数 派 と して兄 弟 団(Brethren),

コ ミュ ニ テ ィ ・チ ャ ー チ(カ リス マ刷 新運動 の一 つ),エ ホバ の 証 人,ケ ル ト正 教 会13)が あ る。

オ ル タナ テ ィ ヴ に分 類 さ れ る団 体 と して は,ド ル イ ド教 と ス ― フ ィズ ム14)の活 動 が盛 ん で あ る

こ と,ク リシ ュ ナ意 識 国 際 協 会(lnternational Society for Krishna C。nsciousness)15),西 洋 仏 教

僧 団 友 の 会(Friends of Western Buddhist Order)16),チ ベ ッ ト仏 教 の グ ル ー プ,禅 仏 教 の グ

ル ― プ が 小 規 模 な が ら も定 期 的 に活 動 して い る こ と,マ イ ト レヤ ・モ ナ ス テ リ ー(Maitreya

Monastery)17)の 寺 院 が あ る こ とを 確 認 して い る。

 女神運動はオルタナティヴに含まれるのだが,催 し物の大々的な宣伝や創始者の知名度の高

さか ら,町 ではオルタナティヴの代表的な団体とみなされている。英国国教会やメソジス トな

ど多数派のキ リス ト教徒やオル タナティヴを自認する人々の大半か らは,明 るく礼儀正 しいな

どと評判 はよく,他 のオルタナティヴの団体に比べると一般的に好感度は高い。 しか し,保 守

的なキ リス ト教徒の中には邪悪だとみなす人々もいる し,オ ルタナティヴの中にも,参 加費が

高す ぎるかとか,男 性性と女性性のバ ランスがとれていないとして,批 判する人 々もいる。

3.グ ラ ス ト ンベ リ ー 女 神 運 動18)

 1990年 代 に グラス トンベ リーで始 まった女神運動 は,イ ギ リスで女神運動 に関心を もっ

人々の間ではよ く知 られている。北米大陸やオース トラリアなど,他 の英語圏諸国や ヨーロッ

パ大陸にも実践者がいるが,ア ングロ ・サクソン系の白人がほとんどである。女性が多いが男

性の姿 も常に1―4割 はみ られ,儀 式の際に重要な役割を任 されることもある。年代別では40

代や50代 が多い一方,70代 以上 の人をみかけることは稀である。学士号や修士号を取得 して

いる高学歴者,中 流階級以上の家庭の出身者が多いの も特徴的である。本業 または副業で ピー
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リングや代替療法 に従事 している者が多い。環境問題への関心が高 く,菜 食主義者も少な くな

い。男性参加者の割合が他の女神運動より多いことを除けば,参 加者の属性 は,一 般的な女神

運動の参加者の属性 と大差ない。

 本 章 で は,創 始 者 ジ ョー ン ズ の ラ イ フ ヒス ト リー と主 張 及 び 活 動 内 容 か ら,グ ラ ス ト ンベ

リー で の女 神 運 動 の 成 立 の背 景 と現 在 の様 子 を 明 らか に す る。 な お3―1.と3―2.は,2008

年7月 に実 施 した ジ ョー ンズ へ の イ ン タ ビ3一 と[Jones 1996;2000;2001(1991);2006]に

基 づ い て い る。

3―1.ジ ョ ー ン ズ の ラ イ フ ヒ ス ト リ ー

 キ ャ シ ー ・ジ ョー ンズ は,1947年 ニ ュ ー カ ッス ル 近 郊 の 町 で 生 ま れ た○ 高 校 卒 業 後 は ノ ッ

テ ィ ンガ ム 大 学 に進 学 し,心 理 学 と生 理 学 を専 攻 して い る。 当 時 は 対 抗 文 化 運 動 が 盛 り あ が っ

て い た 時 期 で あ り,彼 女 も時 代 の 流 れ に乗 っ て,1968年 に 大 学 を 卒 業 す る と ロ ン ド ンに 向 か

う。 出 版 社 や デ ザ イ ン会 社 で 働 い た あ と,英 国放 送 協 会(BBC)の 科 学 系 ドキ ュ メ ン タ リー の

制 作 に携 わ る研 究 員 の職 に就 く。 このL7ン ドン滞 在 の 時 期 に,ス ピ リチ ュ ア ル な 事 柄 へ の 関 心

を徐 々 に 深 めて い っ た。

1971年,仕 事 を 辞 め,簡 素 な 暮 ら しを 始 め よ う と ウ ェ ー ル ズ の 田舎 に移 住 し,単 身 で 自給

自足 生 活 を始 め た。 ウ ェ ー ル ズ に は1977年 ま で滞 在 して い た の だ が,ジ ョー ン ズ は 当 時 を振

り返 って,「 ス ピ リチ ュ ア ル な 事 柄 を探 求 して いた 時 期 だ っ た」 と話 す 。 毎 日,数 時 間 瞑 想 を

し,ス ピ リチ ュ ア ル な書 物 を 手 当 た り次 第 に読 んで 暮 ら して い た 。 と りわ け,神 秘 主 義 者 ア リ

ス ・ベ イ リー(1880-1949)に ひ きつ け られ て いて,彼 女 の思 想 に 基 づ い た エ ソ テ リ ッ ク ・

ヒー リ ン グ19)を習 得 して い る。

 ジ ョー ン ズが グ ラ ス トンベ リー との 関 わ りを深 め て い っ た の も こ の 時 期 だ っ た。 グ ラ ス トン

ベ リ―近 郊 に暮 らす 大 学 時 代 の友 人 夫 妻 が 始 め た グ ラス トンベ リー で の 満 月 の 夜 の 瞑 想 会 に参

加 す る よ う にな った た め で あ る。 そ の1年 半 後,友 人 夫 妻 を含 む数 人 と と もに,グ ラ ス ト ンベ

リー に移 住 した 彼 女 は,ヒ ー ラ ー と し て 働 く傍 ら,厂 女 性 の 意 識 向 上 グ ル ー プ」 を 結 成 し,

様 々 な 女 性 問 題 に つ い て定 期 的 に議 論 を 重 ね て いた 。 この よ うな集 ま り は,当 時 の ア メ リカ や

イ ギ リス で よ くみ られ た もの だ つ た。 そ の後 彼 女 は,秘 儀 的 な(esoteric)書 籍 を集 め た 図 書

館 や ヒー リ ング ・セ ンタ ー の 設立 な ど に携 わ り,グ ラス ト ンベ リー の オ ル タナ テ ィ ヴ派 の 中 心

的存 在 の1人 と な って い く。 また,移 住 後 に結 婚 して,2人 の 子 供 を も う け た が,数 年 後 に は

離 婚 して い る。

 ジ ョー ンズ が 女 神 運 動 に関 わ る 直 接 の き っか け に な っ た の は,イ ン グ ラ ン ド南 部 の グ レナ

ム ・カ モ ン基 地 で 起 こ っ た反 核 運 動 だ った 。 当 時,ア メ リカ が 同 基 地 へ の 核 ミサ イ ル の 配 備 を

計 画 して い た た め,1981年 の夏 か ら女 性 を 中 心 と した反 核 運 動 が 始 ま って い て,ジ ョー ンズ
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も幼 い子供の未来を危惧 して参加 したのだった。翌年 も抗議運動 に参加 した彼女は,こ の運動

を世間に知 らせるよ うと,劇 の脚本の執筆を決意する。古代ギ リシャの女神の神話を土台にし

たこの劇 は,そ の年 のうちにグラス トンベリーで上演され,好 評を博 した。 ジョーンズが女神

の神話を土台に用いた背景 には,グ レナム ・カモ ン基地で反核運動 を続 ける人 々の間で,女 神

運動への関心が高ま っていたことが関係 している。

 子育て と家事だ けで毎 日を過 ごした くないとい う思いもあ り,ジ ョーンズはこの年以降,

1996年 まで断続的 に脚本を執筆 し劇を上演 してい くのだが,彼 女の関心 は次第 に女神 自体に

移 ってい く。 ジョ-ン ズは脚本 について,「 女神が誰だか思い出させるために,父 権的な神話

を書 き直 したの。いろんな文化か らの神話を融合 させたのよ」と語 る。っ まり,当 初は反核運

動を支援する手段 として女神 の神話を利用 していたのだが,後 には神話を女神の視点か ら書 き

直す ことで,忘 れ られた女神文化の復興を試みたのである。

 1989年,劇 の上 演 を通 して知 りあった ミi ジシャンの男性 と再婚す る。彼の勧 めで,

ウェールズの伝承物語マビノギオンを読んだことをきっかけに,自 国の古代の女神 に興味を抱

くよ うにな り,イ ギ リスの神話や遺跡の調査を始める。これ以後に執筆 された脚本では,外 国の

神話 とイギ リスの神話を融合 させて,新 しい女神の神話を生み出そうとしている様子が伺える。

 こ の 頃 か ら,画 家 や 詩 人 と共 に 「女 神 の 展 覧 会 」 を 開 い た り,作 家 や 講 演 者 を招 いて 「女 神

の 日」 を 開 い た りす る よ う に な る。 しか し1993年,も っ と大 規 模 な 「女 神 カ ン フ ァ レ ンス」

の 開 催 と い う考 え を 女 神 か ら受 け取 り,計 画 を立 て 始 め る。1996年,女 神 に 関 心 を もっ 友 人

と共 に第1回 グ ラ ス トンベ リ―女 神 カ ン フ ァ レ ンス(Glastonbury Goddess Conference,以 下女

神 カ ンフ ァ レンス)を 開 催 した 。 こ れ を境 に して グ ラス ト ンベ リーで の女 神 運 動 は多 くの 人 に知

られ る よ う に な っ て い く。 子 供 に手 が か か ら な くな り始 め た こ と もあ り,こ れ 以 後 は後 述 す る

グ ラ ス ト ンベ リー女 神 神 殿 (Glastonbury Goddess Temple,以 下女神 神殿)2G)や 司 祭 訓 練

(Priest/ess Training),女 神 関 係 の本 の執 筆 や ワ ー ク シ ョ ップ の 開 催 な ど女 神 を 広 め る活 動 に

精 力 的 に 取 り組 ん で い く こ と に な る。

3-2.ジ ョー ン ズ の 主 張

 ジョー ンズの女神 に関する主張には,一 般的な女神運動 の主張との共通点が多 くあり,彼 女

自身,デ ィレイやスターホーク,ギ ンブタスなど,多 くの女神活動家から影響を受けていると

言 う。共通す る主張 としては,1)父 権的な文化の下に隠された,新 石器時代の女神の文化を

神話や遺跡をもとに再発見する必要がある,2)女 神は複数の名前 をもつが,そ れ らは全て一

っの女性的なエネルギーである,が 挙げられる。

 女神活動家によって見解が異なる男性 と女神にっいてジョーンズは,女 神を崇拝することは

男性の排除を意味す るのではなく,む しろ包括的な実践だと考えている。彼女が女神のみの崇
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拝を主張するのは,こ れまで男神(God)の みが崇拝されてきた結果,女 性性と男性性のエネ

ルギーのバランスが崩れ,世 界中に混沌をもたらしているか らである。現在崩れているバラン

スを回復させるためには女神のみを崇拝する必要があ り,バ ランスが戻れば彼女 も両方の神を

崇拝すると述べている。

 さ らに,女 神 は どの 文 化 に もい る と主 張 し,と りわ け イ ギ リスの 女 神 に注 目 して い る。 女 神

運 動 で は一 般 的 に,ケ ル トや イ ン ドの女 神 も取 り あ げ る ものの,ギ リシ ャや トル コな どの 地 中

海 文 化 の女 神 が 中 心 的 位 置 を 占 め る。 それ に対 して,ジ ョー ンズ は外 国 で はな く自国 の 文 化 に

女 神 を求 め た ので あ る。 以 下,ジ ョ― ンズ に特 有 の 女 神 の 主 張 につ いて,グ ラ ス トンベ リーの

地 形 とのっ なが りと女 神 体 系 と い う点 か らみ て い く。

 ジ ョー ンズ に よ る と,グ ラ ス ト ンベ リー の地 形 的特 色 は女 神 の身 体 を表 して い る21)。この 土

地 の地 形 を母 な る女 神 に見 立 て たの で あ る[Jones 2000:20]。 つ ま り,円 錐 形 に隆 起 して い

る三 っ の丘 を それ ぞ れ 女 神 の頭,胸,妊 娠 中 の 腹 に,二 っ の細 長 い丘 を 両 足 に見 立 て,細 長 い

丘 の先 に あ る ブ ラ イ ド塚(Bride's Mound)と 呼 ば れ る場 所 は赤 ん坊 の女 神 ブ ライ ドと した(図

i)。 ま た,処 女 の象 徴 と され る白鳥 に,年 老 い た女 神(Crone)が 乗 って い る と い う見 方 もあ

る[Jones 2000:16]。 こ こで も,そ れ ぞ れ の 丘 が 年老 いた 女神 の頭,胸,子 宮,白 鳥 の首 と

され て い る(図2)。 つ ま り,グ ラス トンベ リ― と い う土 地 その もの を,女 神 の 聖 地 とみ な し

た の で あ る。

 さ らに,「 ブ リタニ ア の 輪(Britannia's Wheel)」22)と い う女 神 体 系 も提 示 す る(図3)。 この

女 神 体 系 で は,方 角 と季 節 や要 素 が 対 応 させ られ て い るだ けで な く,8方 角 に中 央 を 加 え た九

  

$r

る女神

図1 グ ラ ス ト ンベ リー の地 形 と母 な る女 神[Jones 2001:48コ(矢 印 は 筆者 が 加筆)
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自鳥

図2 グ ラ ス ト ンベ リーの 地 形 と 白鳥 に乗 っ た年 老 いた 女 神 匚Jones 2001:125](矢 印 は 筆者 が 加筆)

北 風 冬至

  ダヌ

モ ー ガ ン ・タイ ロ ノ ウ ェー

甥 郭＼ ―/脚 ∴
西 大地 秋分          中央          東 火 春分

   バンパ ―  アヴァロンの女神  _  アーサ
モーガン ・モロノウェー       モ― ガン・ラ・フェイ       モ ー ガ ン ・ク ラ イ トン

∴1/― ＼ 霎∴∴/
南 水 夏至

 ドムヌ

       モーガン ・グライテ ン

図3 ブ リタニアの輪([Jones 2001:35]の 図を一部 改変)
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っ に そ れ ぞ れ9人 の イ ギ リス の女 神 と9人 の モー ガ ンが配 置 さ れ て い る。9人 の モ ー ガ ン と は

ア ー サ ー王 伝 説 の登 場 人 物 で,12世 紀 の 詩 人 ジ ェ フ リー ・オ ヴ ・モ ン マ ス の 著 書 の 中 で,グ

ラス トンベ リー と重 な り合 って い る とい わ れ る伝 説 の 島 ア ヴ ァ ロ ンを 統 治 す る女 司 祭 と して紹

介 さ れ て い る。 ジ ョー ン ズ は ア ヴ ァロ ンの統 治者 とい う こ とか ら,9人 の モ ー ガ ンを ア ヴ ァ ロ

ンの 女 神 とみ な し,そ こか ら グ ラ ス トンベ リー とい う土 地 の 女 神 と位 置 づ け て い る。

3―3.具 体的な活動の内容

 グ ラ ス ト ンベ リー女 神 運 動 の活 動 は,日 常 的 に 開放 さ れ て い る グ ラ ス トンベ リー女 神 神 殿,

年 に一 度 の祭 典 で あ る グ ラ ス トンベ リー女 神 カ ン フ ァ レ ンス,そ して 女 神 につ い て の講 座 で あ

る司 祭 訓 練 の 三 っ に 分 け ら れ る。

 女神神殿 とは,2002年 に設立 された女神を祀る場所 なのだが,こ のような場所 を設 け る女

神運動は珍 しい○ これ は町の中心部の一画に建っ建物の2階 にある30畳 ほどの部屋だが,ユ

ダヤ教のシナゴーグやイスラームのモスクのように,政 府から宗教的崇拝の場所 として公式 に

認可 されているo周 囲にはハーブ専門店,ニ ューエイ ジ・グッズの土産物店,ニ ューエイジ関

係の書籍 を中心 とする古書店,ベ ジタリアン ・カフェなどが軒を連 ねていて,観 光客でに ぎ

わっている。

 階段を登 り,女 神神殿 に入ろうとすると,そ の扉に 『土足厳禁』 という掲示があることに気

づく。靴を脱 いで中に入 る。部屋の中央の床には,4方 角に4要 素を象徴する物が置かれた小

さな祭壇がある。一方の奥には等身大の女神の絵が飾 られていて,そ の下の祭壇には大 きさも

姿形 も様々な女神の像が置かれている。訪間者はろうそ くに火をっけ,祭 壇 に捧げることがで

きる。 もう一方には,9人 のモ―ガ ンをあらわす等身大の柳製の人形が9体,円 形に並 んでい

る。

 女神神殿には毎 日ボランティアが常駐 していて,誰 でも無料で訪れることができ,定 期的な

催 し物としては,年8回 の季節の祝祭と新月のヒー リングがある。 「女神神殿がで きる前 は,

一時的に部屋を借 りて季節の祝祭をおこなっていたので,い っで も女神を祝福できる場 を設け

たことは画期的だ った」 とジョーンズは話す。2006年 か らはさらに活動を広げてい くため,

女神神殿の運営規模の拡大が決定され,出 産や看取 りの場所を備えた女神会館(Goddess Hall)

の設立を目指す ことになる。不動産の晴入と収入源確保のため,女 神神殿はジョー ンズ他,グ

ラス トンベ リー女神運動の熱心な実践者を中心に理事を選出 し,非 営利組織 として登録 された。

2008年6月 には英国国教会 に付属す る公民館だった建物を購人 し,同 年11月 に開館 した。

2009年4月 現在,こ の会館は祝祭のときにのみ,一 般開放 され,そ れ以外のときには踊 りや

演劇など,主 に芸術関連の様々なワークショップに貸 し出されている。

女神カ ンファレンス は毎年,8月 の初めに開催 される5日 間の催 し物で,参 加費 は200～
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245ポ ン ド23)であ る。 初 め の頃 の 参 加 人 数 は100人 ほ ど だ っ た が,2008年 に は300人 を超 した。

これ は学 術 的 な 会 議 で は な く,女 神 に 関 心 の あ る人 を対 象 に した女 神 に関 す る祭 典 で,女 神 に

関 す る講 演 や ワ ー ク シ ョ ップ の ほ か に,仮 装 パ ー テ ィや キ ャ ンプ フ ァイ ヤ ー な ど が お こ な わ れ

る。 と りわ け 町 の 中 心 部 か ら郊 外 の丘,グ ラ ス トンベ リー ・ トー ル へ の行 進 は,色 と り ど りの

衣 装 に身 を 包 ん だ 人 々 が,鮮 や か な女 神 の の ぼ りを も って,女 神 の歌 を 歌 い なが ら町 中 を歩 く

の で,グ ラ ス ト ンベ リー の夏 の変 わ った 風 物 詩 と して知 られ て い る。

 司祭訓練とは女神にっいてより深く体系的に学ぶための3年 間の講座で1998年 に始まった。

これは,女 神に関す るカルチ ャー ・コースのようなもので,ジ ョーンズの著書 をもとに女神に

っいて学んでい く。 始めたきっかけにっいてジョ― ンズは,「 ある人が司祭訓練をやっている

ことを聞 き,私 も女神 に関する講演や ワークショップを開いていたので,自 分に もで きると

思った」 と話す。講座 は彼女の女神の調査や,講 演やワークショップの経験を もとに考案され

たもので,机 上で学ぶだけではなく,瞑 想や儀式の創造など実践的な訓練 もおこなう。始めて

みると,値 段の手 ごろさもあり,多 くの人が集まった。そこで継続的に訓練をお こなうことに

な った。当初は1年 間で終了 していたが,現 在では,1年 間単位で受講で きるものの,終 了に

は3年 間を要することになっている。3年 間のコースを終えたあと,発 展 コースとして,さ ら

に2年 間学ぶ こともできる。現在,1年 目と2年 目は初期の受講生だった女性が指導 していて,

ジョーンズが直接指導するのは3年 目以降である。1年 目は女神や季節にっいて学び,2年 目

は儀式のや り方や占いなど司祭としての技術を学ぶ。3年 目はアヴァロンの女神 との関係を深

めてい くための精神的 な訓練 をす る。1年 目と2年 目は8回,3年 目は4回,グ ラス トンベ

リ―で開講され,費 用は1年 目と2年 目が800ポ ンド,3年 目が400ポ ン ドかかる。 毎年15

人ほどが受講 していて,こ れまでに100人 以上が受講 した。受講生や受講終了生 に対する決

まった特典や義務はないが,ジ ョーンズや別の司祭に頼まれて,ま たは自発的に季節の祝祭や

女神カンファレンスを手伝 う者 もいる。ただ し,未 受講生が手伝 うこともある。

4.グ ラス トンベ リー女 神運動 にか かわ る男性 の諸 相

 本章では,こ の女神運動にかかわりをもった5人 の男性の ライフス トーリーにっいて,特 に

女神 との関係に注目 しなが らみていく。それぞれのライフス トー リーを構成す るもととなる情

報は,表1の よ うに収集 した。なお,5人 の中でエ ドは同性愛者であるが,そ れ以外の4人 は

異性愛者であり,性 的にはマジョリティに属す。5人 の名前 はすべて仮名である。
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表1 イ ンタビュー状況 の詳細

エ ド ・エ ドが グ ラス トンベ リーを 訪 れ た2008年8月 及 び2009年8月 に 交 わ した 会 話
。

・2008年8月 に 知 り合 って か らの断 続 的 な電 子 メ ー ル の や り取 り。
・2009年6月 と7月 の ロ ン ド ンで の会 話 。

ホ セ ・ホ セ が グ ラ ス ト ンベ リー を 訪 れ た2006年8月 に交 わ した 会 話 。
・2006年8月 に 知 り合 って か らの 断 続 的 な電 子 メ ― ル の や り取 り。
・20o9年9月 の マ ドリー ドで の 会 話 。

ジ ョ ン ・2006年6月 に 知 り合 って か ら交 わ した断 続 的 な 日常 会 話 。
・20o9年3月 の グ ラ ス トンベ リーで の イ ンタ ビ ュ ー(彼 の 妻 も同 席) 。

ビル ・2006年7月 に知 り合 ってか ら交わ した断続 的 な日常 会話 と電子 メールのや り取 り。
・20o8年8月 に受 け取 った電 子 メール(筆 者 は ビルへの イ ンタ ビュ―を 申 し込 んだが ,体 調

が優 れな いため,電 子 メールでのや り取 りに してほ しいとの返事 があ った)。

マ ー ク ・2006年7月 の グ ラ ス トンベ リー で の イ ンタ ビ ュ ―。
・2008年6月 の ブ ダ ペ ス トで の 会 話 。
・2008年7月 ～2009年4月 の 本 人 の プ ログ。

4-―1.エ ドの 場 合(イ ギ リス 人。2009年8月 現 在,26歳)

 ロ ン ドン郊 外 の エ セ ッ ク ス州 の大 学 で政 治 学 と哲 学 を 学 ん だ エ ドは,ゲ イ で あ る こ と を 公 言

して い る。 現 在 は,ロ ン ドンで母 親 と2人 で 暮 ら しな が ら,働 い て い る。 彼 は19歳 の と き,

ドル イ ドと して 生 き る こ と を決 め た。2006年 か ら は,ロ ン ド ンを 拠 点 と す る あ る ネ オ ペ イ ガ

ンの グ ル ― プ に 属 し,仲 間 た ち と季 節 ご とに 祝 祭 を お こ な っ て い る。 これ は,男 女 混 合 の ネ オ

ペ イ ガ ンの グ ル ― プ で ,参 加 者 の 年 齢 層 も20代 か ら50代 ま で と幅 広 い。 以 前 は閉 鎖 的 だ っ た

が,現 在 は メ ンバ ―以 外 の人 々の 祝 祭 へ の参 加 を認 め る な ど オ ー プ ン に な って きて い る。 ま た,

この グ ル ー プ の リー ダ ー が,全 英 規 模 で 活 動 して い る あ る ネ オ ペ イ ガ ン団 体 の ロ ン ドン支 部 長

を 務 め て い る た め,エ ドは こち らの イ ベ ン トに も定 期 的 に 参 加 して い る。 それ 以 外 に も,ロ ン

ド ンを 中 心 に,日 常 的 に様 々 な ネオ ペ イ ガ ンの イ ベ ン トに 顔 を 出 して い る。 さ ら に,ソ ー シ ャ

ル ・ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス(SNS)を 通 じた,ネ オ ペ イ ガ ンの 活 動 に も熱 心 に取 り組 ん で い

る。 ま た,日 本 の 漫 画 に も関 心 が 高 く,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム 的 な感 じが す る ウ ル フズ レイ ン と い

う漫 画 を とて も気 に入 つて い る。

 グ ラ ス ト ンベ リー に は2oO8年 の夏 に,女 神 カ ン フ ァ レ ンス に参 加 す る た め,初 め て や って

きた 。 滞 在 中 は宿 泊 費 を 節 約 す るた あ,近 隣 の友 人 の 家 に 滞 在 した り,キ ャ ンプ を した り して

い た 。 この カ ン フ ァ レ ン ス は,ロ ン ドンの ネ オ ペ イ ガ ンの イ ベ ン トへ の参 加 を 通 して知 り,興

味 を も った。 「グ ラス トンベ リー の女 神 カ ンフ ァレ ンス は,ロ ン ドンで もよ く宣 伝 さ れ て い る

よ」 と言 う。

 女 神 カ ン フ ァ レ ン ス の 開 会 の儀 式 が始 ま る前,「 今 週 は,ロ ン ド ンの い ろ い ろ な グ ル ー プ で,

祝 祭 が 開 か れ て い る の で,そ れ に参 加 で きな いの は少 し残 念 。 で も,こ の カ ン フ ァ レ ン ス は と

て も エ ネ ル ギ ッ シ ュ な の で,楽 しみ に して い るん だ 」 と話 して い た。
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4―2.ホ セ の 場 合(ス ペイ ン人。2009年9月 現在,27歳)

 スペイ ンの首都,マ ドリー ドの大学で心理学を専攻 したホセは,タ ロッ トを得意 とす るネオ

ペイガ ンである。両親 と弟,中 東で働 く兄の5人 家族で,子 供時代の合計6年 間をアメリカ合

衆国で過 ごした帰国子女である。母親 はキリス ト教徒だが,父 親は無神論者で,い ずれ もネオ

ペイガ ンではない。 しか し,ホ セが家族で冬至を祝 うことを提案すると積極的に参加するなど,

彼がネオペイガ ンであることに理解を示 している。

 ホセは,男 性唯一神 しか認 めず,そ の神が世界の全てを支配 しているというキ リス ト教の世

界観に違和感を抱いている。 また,キ リス ト教はペイガニズムなどのヨーロッパ大陸にもとも

とあった古い文化を信 じる人 々を強制的に改宗させてきたとして批判す る。彼 は日本文化にも

強い関心を寄せているのだが,B本 ではキ リス ト教徒の割合が少ないことを,「 伝統的なスピ

リチュア リティに対する強い意識がまだ残 っていると聞いて嬉 しいよ」 と述べ る。また,男 性

中心的な感 じのする仏教より,ア マテラスなど多数の女神がいて,ア ニ ミズムの要素が強い神

道により魅力を感 じている。

 男神のみを重視す るキ リス ト教にな じめないホセは,10代 後半か ら男神 と女神を崇めるネ

オペイガニズム,と りわけウイ ッカにひかれてい く。2006年,イ ンターネ ッ トで女神カ ン

ファレンスを見っけ,恋 人 と参加 したのだが,女 神カ ンファレンスが興味深か った理由として,

「男性の神的存在 と女性の神的存在がいることを信 じている多 くの人々の再結合だったから」

と述べている。彼は女神信仰 とは,母 なる自然への信仰であり,そ れはキ リス ト教がや ってく

る以前の全 ヨーロッパにあった大地に根ざした信仰であり,ネ オペイガニズムの一っであると

捉えている。また,女 神運動 に携わる人々の大半 は,強 烈なフェ ミニス トだが,自 分は男性な

ので,彼 女たちより中立的な意見 をもっていると考えている。

 ホ セ は,日 常 的 に は マ ド リー ドで ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム を実 践 して い るが,2006年 の 女 神 カ ン

フ ァ レ ン ス以 外 に,グ ラス トンベ リ―女 神 運 動 の 活 動 に は参 加 して い な い 。 こ れ は,女 神 カ ン

フ ァ レ ン ス に不 満 が あ った と い う わ け で は な く,毎 年 参 加 す る に は 費 用 が か か りす ぎ るか らで

あ る。 ま た,他 の ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ムの 催 し物 に も関 心 が あ り,2008年 に は イ ギ リスの ス トー

ンヘ ン ジで の夏 至 の 祝 祭 に 参 加 して い る。

4-3.ジ ョ ン の 場 合(イ ギ リ ス人 。2009年3月 現 在,40代 半 ば)

 ジ ョ ンは,ス コ ッ トラ ン ド最 大 の都 市 グ ラス ゴ ーの 郊 外 で育 った 。 両 親 は聖 書 を 読 む よ うな

熱 心 な キ リス ト教 徒 で は な く,子 供 の 頃 の 宗教 的 実 践 と い え ば,ス コ ッ トラ ン ド合 同 自 由教 会

(United Free Church of Scotland)24)に 一 年 に二 回 ぐ らい連 れ て 行 か れ た 程 度 だ った 。 成 人 後,

グ ラ ス ゴ ー 中心 部 に も数 年 間 暮 ら して い た が,ス コ ッ トラ ン ドを離 れ た くて,ス イ スで 仕 事 を

見 つ け移 住 す る。 そ の後 しば ら く して ドイ ッに移 り,20年 以 上 暮 ら し,結 婚 して,2人 の子
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供 を も う け るが,そ の後 離 婚 した 。 両 親 は既 に亡 くな り,兄 弟 も ス イ ス に 住 ん で い る た め,ス

コ ッ トラ ン ドに帰 る理 由 が な く,10年 は帰 って いな い 。

 ドイ ッ に 住 ん で い た2004年,ジ ョー ンズ の エ ソ テ リ ッ ク ・ソ ー ル ・ ヒー リ ン グ(Esoteric

Soul Healing)の コー ス を 知 り,一 年 に6回,ド イ ツ か らグ ラ ス トン ベ リー に通 い,ヒ ー リ ン

グ を習 得 した 。 そ の 後,2005年 か らは 司 祭 訓 練 を受 講 し,2008年 に3年 間 の 課 程 を 終 え て,

司 祭 に な った 。 そ の 間 に,司 祭訓 練 の同 期 生 だ った ブ リス トル 出 身 で 看 護 士 の 女 性 と再 婚 し,

グ ラス ン トベ リー に 移 り住 む。20o7年 か らは女 神 神 殿 も入 って い る建 物 の 管 理 人 を して い る。

そ の た め,女 神 神 殿 で の ヒー リ ング の イ ベ ン トや模 様 替 え の と き に は,ジ ョ ー ンズ か ら手 伝 い

を頼 まれ る こ と も多 い。

 ジ ョ ンに よ る と,司 祭 訓 練 に は,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム を す で に習 得 して い る人 が 受 講 す る こ と

も多 い。 しか し こ の 訓 練 で は,用 い られ る象 徴 が 一 般 的 な ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム と は 異 な り,

ジ ョー ンズ が イ ギ リス の 伝 統 を基 本 と して,直 感 に 従 って 新 し く創 っ た 象 徴 な の で,混 乱 す る

人 もい る。 司 祭 訓 練 の期 間 に,新 しい象 徴 に慣 れ る よ うに 変 化 す る こ とを 求 め られ る が,ネ オ

ペ イ ガ ニ ズ ムを 長 年 実 践 して きた 人 は受 け入 れ る こ とが 難 し く感 じる。 しか し,ジ ョ ン も妻 も

ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム を 学 ん だ こ とが な か つ た た め,特 に 困 難 を 覚 え る こ と は な か っ た。 ジ ョ ンの

妻 は 「(ジ・一 ンズの)司 祭 訓 練 は独 特 な と ころ に ひ か れ た わ 。 ブ リテ ンの 神 々 や 歴 史 に ひ か れ

た の」 と話 す 。 ジ ョ ン も妻 の意 見 に同 意 し,喉 は(ジ ・一 ンズの体系 の ほ うが ネオ ペイ ガeズ ム

の体系 より)論 理 的 で 明 確 だ と も思 った 」 と付 け足 した 。

4-4.ビ ル の 場 合(イ ギ リス 人 。2008年8月 現 在,70歳 ぐ ら い)

 ロ ン ドンに 育 つた ビル は,子 供 の 頃,ロ ン ドン大 空 襲 に遭 っ た。 彼 の父 親 は 当 時,消 防 士 で,

空 襲 の後,消 火 に奔 走 す る 父 親 の 姿 を お ぼ ろ げ な が ら に記 憶 して い る 。 高 校 卒 業 後,軍 人 に

な つた ビル は,ヨ ー ロ ッパ,ア メ リカ,東 南 ア ジア,南 太 平 洋 と世 界 各 地 に赴 任 した。 軍 人 時

代 に は か な り危 険 な 目 に 遭 った こ と もあ り,と りわ け 南 太 平 洋 の ク リス マ ス 島 で サ リ ンガ ス の

人 体 実 験 に参 加 さ せ られ た こと は,現 在,彼 の健 康 が 優 れ な い要 因 の 一 っ に な つて い る。 ま た,

1970年 代 か ら1980年 代 に は,対 抗 文 化 運 動 へ の従 事 者 や ニ ュ ー エ イ ジ ャー に よ る デ モ を,国

の平 穏 を 乱 す 脅 威 と して 鎮 圧 した こ と もあ つ た。

 ク リス マ ス 島 に い た 頃,よ く6歳 の と き に亡 くな った 祖 母 の こ と を,南 十 字 星 を見 上 げ なが

ら,思 い出 して い た 。 彼 女 を 近 くに感 じ,彼 女 の愛 に触 れ た こ とが,ビ ル が 「ス ピ リチ ュ ァ

ル」 に な っ た 初 め て の体 験 だ っ た。

 1980年 代後半に除隊 した ビルは,妻 とともにロンドンの西部の ウェス トバークシャー州に

落ち着 く。2人 の子供はすでに独立 して家を出ていた。 ビルはこの頃,熱 心に英国国教会の教

会に通 い,聖 書を学んでいた。 しかし,キ リス ト教の教会を支配するのが男性だけで,女 性が
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従属的な地位に押 しやられていることが正 しいとは思えなか った。 また,イ ェス ・キ リス トが

そのように指示 したとも考え られなかった。当時,よ うや く英国国教会で も女性が牧師職に就

くことが認 められるようになったのだが,ビ ルはこの出来事を自分が知 る限 り,英 国国教会で

起 こったもっともすばらしいことだと評 している。

 1998年,31年 間 連 れ添 って き た妻 と離 婚 す る。 そ の あ と,別 の 町 に移 り,あ る女 性 と4年

間 同 棲 す るが,関 係 は泥 沼 化 し,別 れ る こ と に な った。 そ の 直 後,グ ラス ト ンベ リ― に移 住 す

る こ とを決 め,2003年 か らず っ と グ ラ ス トンベ リー近 郊 の 小 さ な村 で 暮 ら して い る。

 彼 がグラス トンベ リーを初めて訪れたのは,2000年 の秋だ った。そのときは4日 間だけの

滞在だ ったが,見 知 らぬ多 くの人々とスピリチュアルな事柄について語 り合 うことができ,元

軍人だ った自分でさえ,町 で出会 った人々がありのままに受け入れて くれ ることに喜びを覚え

た。故郷に帰 ったような気さえ したと述べている。それか らも繰 り返 しこの町を訪れていたが,

2oO2年 の夏に設立 されたばか りの女神神殿 を見つ ける。キ リス ト教 に違和感 を もっよ うに

なっていた ビルは,キ リス ト教の男性優位主義とは異なり,女 性の力を称賛するような考え方

が公にされていることに,強 い印象を受けたのだ った。そこで,そ の年 の女神神殿の冬至の祝

祭に参加 してみた。 「全ての女性 と数人の男性がめか しこんで,各 方角の女神を呼んでいるの

が印象的で,こ れが探 し求めていたものだってわか ったんだ」 とそのときの印象を述べ る。

 女神神殿を通 して,ジ ョーンズをはじめとする多数の人々と知 り合 っていたため,2003年

に引 っ越 して きて も沢山の友人がいて,か え って帰郷 したかのような安 らぎを覚えたのだった。

移住後,ビ ルは女神神殿でのボランティアを始める。軍隊で消防士 としての訓練 も積んでいた

彼 に,ジ ョーンズは女神神殿の火元責任者 となることを頼む。子供 の頃の空襲体験か ら,防 火

活動への思い入れが人一倍強い ビルは,自 分の経歴が生かせるならと引き受けた。ただ,女 神

カンファレンスは楽 しそ うだが,自 分には向いていないと思 い,参 加 した ことはない。

 ビル に と っ て女 神 は キ リス トに 匹敵 す る もの で あ り,女 神 信 仰 は ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム に基 づ く

と考 え て い る。 女 神 運 動 に か か わ る男 性 の中 に は,非 男 性 化(emasculate)し て い く者 もい る

が,自 分 はそ うで は な い と も述 べ て い る。

 女神神殿でのボランティアと火元責任者の職に満足 して,女 神神殿を訪れる人 々との交流を

楽 しみなが ら暮 らしていた ビルだ ったが,女 神神殿の運営方針の転換に伴い,2008年 の冬に

両方を引退することになる○それまで防火に関することは専門家である ビルに一任されていた

のだが,当 時の運営会議で,防 火活動 も含め,女 神神殿にかかわ るあ らゆることに対 して,女

神神殿の理事の許可を得ることが必要になり,そ のことにビルは納得で きなか ったか らである。

しか し現在で も彼 は,と きどきは女神神殿に遊びにいき,友 達 とのお しゃべ りを したり,女 神

を崇拝 したりする形でグラス トンベ リー女神運動とのっながりを保持 している。
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4-5.マ ー ク の 場 合(イ ギ リ ス人 。2008年6月 現 在,61歳)

 グ ラ ス ト ンベ リー女 神 運 動 で長 年 主 要 な役 割 を 果 た して き た マ ー ク は,2006年12月 に グ ラ

ス トンベ リー を 離 れ,現 在 は ハ ンガ リー の首 都 ブ ダ ペ ス トに住 ん で い る 。

 マークはイ ングランド中部で生 まれ育 った。子供の ころは時々,英 国国教会 の日曜学校 に行

く程度で,毎 週 日曜 日に教会 に行 くことはなか った。 彼の母親は16歳 のとき,か な り年上の

男性 と結婚 し,翌 年マ―クの兄を出産 した。 しか し,マ ークが11歳 のとき,母 親が10歳 も年

下の男性 と恋 に落 ちたため,両 親は離婚 し,弟 が生 まれた。母親が父親以外の男性を愛 してい

ると知 ったことは,少 年だ ったマークに大 きなショックを与えた。

 16歳 の 時,ス ピ リチ ュ ア リテ ィの探 求 を 始 め た マ ー ク は,ま ず カ ト リッ ク に 改 宗 し た。 し

ば ら く は そ れ で 満 足 で き たが,次 第 に合 わ な い と思 う よ う に な り,仏 教 を 学 ん だ 。 しか し,女

性 を排 除 した り,女 性 を 不 浄 だ とみ な した り して い て,男 性 的 す ぎ る点,外 国 的 す ぎ る点 に な

じめ な か った 。

 グ ラ ス ト ンベ リー の こ と を初 め て 聞 い た の は,図 書 館 で働 いて い た20代 前 半 の こ と だ っ た。

あ る ニ ュー エ イ ジ系 の雑 誌 に グ ラス ト ンベ リー ・ トー ル が,「 女 神 の ラ ン ドス ケ ー プ の 女 陰 」

で あ る と載 って い た の で あ る。 そ れ まで,彼 に と って の 女 神 と は,ギ リ シ ャや ロ ー マ の単 な る

物 語 の 中 の 存 在 だ つた が,こ の 全 く新 しい 概 念 を知 つて か ら,女 神 が 生 き生 き と し た存 在 に

な った 。 「女 神 は女 性 的 で,よ りイ ン グ ラ ン ド的 だか ら,仏 教 よ り受 け入 れ や す か っ た」 と も

語 る 。 そ して,女 性 の セ ク シュ ア リテ ィを 肯 定 す る女 神 運 動 の 主 張 と 自分 の 女 性 に 対 す る考 え

方 が 合 致 して い た た め,そ の と きか ら女 神 運 動 に関 わ って い くよ う に な る。 「人 は み な,女 性

か ら生 ま れ た ん だ か ら,女 神 は男 性 も受 け 入 れ て くれ る と 思 って い る よ」 と話 す 。 マ ー ク に

と って,グ ラ ス ト ンベ リー と女 神 は分 か ちが た く結 び つ い て い た が,実 際 に こ の町 を 訪 れ た の

は,こ の 出 来 事 か ら25年 後 の こ とだ った 。 初 めの 訪 問 の後,繰 り返 しグ ラス トンベ リー を 訪

れ る う ち に,二 度 目 の妻 と移 住 す る こ とを 決 め た。 そ の 間 に,グ レナ ム ・カ モ ンで の 平 和 運 動

に加 わ っ て い る が,「 この と きに初 めて 男 性 も女 神 運 動 に加 わ る こ とを 許 され た ん だ 」 と語 る。

2000年 ご ろ,初 め に妻 が ジ ョー ンズ の司 祭 訓練 を 受 講 し,次 い で マ ー ク も受 講 す る。 訓 練

を終 え た 頃 は,受 講 生 の数 が 増 え て きた た め,ジ ョー ン ズ1人 で訓 練 を 行 うの が 難 し くな って

い た 時 期 で も あ り,マ ー ク も ジ ョ― ンズ と と もに司 祭 訓 練 の講 師 を 務 め る こ と に な った 。

 ジョーンズとともに女神神殿の創設を目指 していた頃,彼 は通 りで男性か ら呼び止め られ,

「なんで男神 も入れないんだ?」 と詰問 されたことが何度 もあつた。そんな とき彼 はいっ も,

「ここが女神神殿だからだ。 男神も入れた神殿がほしければ自分で創ればいい。 誰 も止 めは し

ない」 と返事を していた。すると相手はたいてい,女 神 と男神,陰 陽など,女 性性 と男性性の

バランスをとることの重要性 にっいて語 り出 した。 しかしなが ら,そ んなときマ―クが感 じた

のは,男 神の排除を男性への直接的な侮辱であり,男 性であるマークは自分 たちの性に対す る
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裏切 り者だ と相手が考えているのではないか ということだ った。

 2005年,1人 の ハ ンガ リー 人 女 性 が 司 祭 訓 練 を受 講 し,マ ー ク の生 徒 と な る 。 この 年,彼

女 は ブ ダペ ス トで も女 神 カ ン フ ァ レ ン ス と同 様 の 祭 りを 開 く こ と を 計 画 して い て,マ ー ク は

「男 性 の た め の 女 神 」 に っ い て の 講 演 を 頼 ま れ,初 め て ブ ダ ペ ス トを 訪 れ た。 そ こで,古 代

シ ュ メ ー ル の イ ナ ンナ(lnanna)と い う女 神 との 強 い つ な が りを 感 じ,彼 女 に 呼 ば れて い るよ

うな 気 が した 。 そ の 頃,妻 との 関 係 が う ま くい って お らず,ま た ジ ョー ン ズ と も司 祭 訓 練 の や

り方 を巡 って 見 解 が分 か れ始 め て い た 。 この よ うに親 しい 人 々 との 間 で,人 間 関 係 の こ じれ が

あ り,グ ラ ス ト ンベ リー を離 れ る こ とを 考 え 始 め る。 そ こ で,ハ ンガ リー人 女 性 が ブ ダ ペ ス ト

で ハ ンガ リー 人 向 け に始 め た 司 祭 訓 練 を手 伝 うこ とに し,妻 と別 居 して,ブ ダ ペ ス トに移 住 し

た 。 現 在 は,司 祭 訓 練 の 講 師 を 務 め た り,セ ラ ピー や タ ロ ッ トを した りす るだ け で な く,企 業

で英 語 も教 え て い る 。 別 居 中 の妻 で は な く,最 初 の妻 との 間 に30代 の 息 子 が2人 い る が,ほ

とん ど連 絡 を取 って いな い。 現 在,ハ ン ガ リー人 の恋 人 と暮 ら して い て,イ ギ リス に戻 る予 定

はな い と言 う。

 マークは最近,男 性性(masculinity)に っいて,プ ログの中で以下のようなことを語 ってい

る。 「生命が誕生する営みか ら排除されているという感覚に対 し,自 分たち男性は恐れと怒り

を感 じることがある。それゆえに,新 しい男性性は,女 性 にとって血を流すのは出産のときだ

が,男 性 にとっては戦いのときだという違 いを説明 し,男 性の この違いへの感情を正直に見な

くてはな らない。っまり,男 性は子供が生 まれ,育 ってい くことを感 じるのではなく,観 察 し

な くてはならないのだ。生物学 は運命である。フロイ トとは逆に,男 性の子宮への憧れは生物

学的に決定されたものであり,ペ ニスに付与された特権は文化的なものである。男性性をどの

ように定義 しよ うとも,女 神神殿で男神を祀ることの推進 にはっなが らない」。

5.考 察

5-1.創 始者の男性と女神についての考え方

 本節では,創 始者 ジョーンズの男性 と女神に対する考え方を中心 に,こ の女神運動における

男性の位置づ けを考えていく。ジョーンズは,こ れまでの伝統的な信仰,つ まりキ リス ト教,

では男神のみが崇拝 されてきたため,現 在の世の中には男性性のエネルギーが強 くなり,そ の

結果,戦 争や飢餓などの不幸な出来事が生 じていると考えている。 これを解決するには,女 性

性のエネルギーを高 め,女 性性と男性性のエネルギーのバ ランスを取 り戻す必要があると主張

する。そのため,季 節の祝祭や女神カンファレンスでは女神のみを崇拝 し,男 神の姿はみられ

ない。他の女神活動家とは異 なる彼女の特有の主張として,グ ラス トンベ リーを女神の聖地 と

見立てたことと,ブ リタニァの輪というイギ リスの神話に基づいた体系を創 りあげたことが挙
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げられるが,ど ちらにも男神 の姿は全 くみられず,男 神 は彼女の推進する女神運動か ら排除 さ

れているといえる。

 しか しなが ら,彼 女 は男性が女神を崇拝することは否定せず,グ ラス トンベ リー女神運動の

一連の活動において,男 性が参加を制限される機会 はほとんどない25)。む しろ男性参加者を歓

迎 し,こ の女神運動 に男性がいることを強調 している。

2006年 の 女 神 カ ンフ ァ レ ンス の と き,英 国 放 送 協 会(BBC)が 取 材 に や って き た。 そ の イ ン

タ ビュ ー の 中 で,グ ラ ス ト ンベ リー女 神 運 動 の ス ポ ー クス マ ン的 役 割 を 果 た して い る女 性 司 祭

は次 の よ うに 述 べ て い る。

 こ れ は 父 権 的 な 宗 教 で は あ り ま せ ん し,ス トラ イ キ で もあ り ま せ ん 。(中 略)単 な る女

性 的 な神 性 の 信 仰,エ ンパ ワー で す ○(中 略)ス トラ イ キ で は あ り ませ ん,男 性 に対 す る

フ ェ ミニ ス ト運 動 で も あ りま せ ん 。 女 神 を 崇 拝 す る男 性 を歓 迎 しま す 。 男 性 も沢 山 加 わ っ

て い ま す 。 今 で は,女 性 司 祭 だ けで は な く,男 性 司 祭 も増 え て い ま す 。 す ば ら し い こ と で

す よ ね 。 女 神 崇 拝 の 中 に は純 粋 に女 性 だ け とい う グ ル ー プ も あ り ま す 。(中 略)け れ ど私

た ち の は そ う で は あ り ま せ ん。 私 た ち は 男 性 に も女 性 に も オ ー プ ン で す 。[BBC

homepage]

彼女 は自分たちの実践 している女神運動がフェミニズム運動ではないこと,男 性を歓迎 して

いることを強調 している。

 また女神カンファレンスでは,最 終日に開催期間中ずっと飾 られていた柳製の女神人形 とと

もに,郊 外の丘 まで行進するのだが,こ の人形を担いでいるのは男性である。 この人形は重い

ので,女 性が担 ぐのは難 しいという事情 もあるが,ジ ョー ンズは自著に女神人形を担 ぐ男性 の

写真 を掲載 している[Jones 2001]。 また,女 神カンファレンスなので,女 性が中心的な役割

を果 たす と考えていたある女性参加者は,「 象徴である女神を男性が担いでいて,び っくりし

た」 と驚 きっっ も,「女性だけでなく,男 性 も女性性を崇めていて,い いことよね」 と肯定的

な感想を述べていた。

 さらに,季 節の祝祭では初めに9人 の司祭がそれぞれ9人 の女神を呼び出し,最 後 にお礼を

言って帰 ってもらうのだが,そ の9人 の司祭の中に必ず1人 は男性の司祭がいる。マークがグ

ラス トンベ リーにいた頃は,彼 がこの役割を担 うことが多かったのだが,ブ ダペス トに去 って

か らは,ジ ョー ンズの夫が この役割を務めることが多 くなった。最近では,司 祭訓練を終えた

ジョンが,ジ ョーンズの夫に加えて司祭を務める様子 も見 られる。

 このようにグラス トンベ リー女神運動では,男 性の参加 は排除されるのではな く,む しろ参

加者が多 く集 う場面で,そ の存在が前面に押 し出されて,強 調されるのである○
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5-2.男 性参加者の女神に対する考え方

 本節では,男 性参加者のライフス トー リーか ら,本 稿で取 り上 げた5人 の男性がグラス トン

ベ リーでの女神運動に関心をもった背景 と女神の捉え方を分析 してい く。男性 が女神 に関心を

もっ理由としては,ネ オペイガニズム,イ ギ リスの固有の神的存在,女 性を肯定する姿勢の三

点が挙 げられる。

 ま ず,女 神 運 動 を ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム の一 っ とみ て い る男 性 が い る。 現 代 の 欧 米 諸 国 で,数 あ

る新 しい宗 教 的 実 践 の 中 で,若 者 は特 に ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム に ひ か れ て い る とい う指 摘 が あ るが

[Puttick 1997:246],と もに20代 の若 者 で あ る エ ドと ホ セ の 場 合,女 神 カ ン フ ァ レ ンス に参

加 した の は,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ムへ の関 心 が き っか けだ った 。2人 は と もに,居 住 地 で 日常 的 に

ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム を実 践 し,ネ オ ペ イ ガ ンで あ る こ と を 自 覚 して い る。 そ して,グ ラス ト ンベ

リー 女 神 カ ン フ ァ レ ンス を,女 神 のみ を崇 拝 す る女 神 運 動 の 一 環 と して よ り,む しろ男 神 だ け

で な く女 神 も祝 うネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム の イ ベ ン トの 一 つ と して 捉 え て い て,男 神 を排 除 し女 神 の

み を 祀 ろ う と す る主 催 者 側 の思 惑 と は微 妙 な ず れ が あ る。2人 の 若 者 は,「 女 神 の み 」 で はな

く,「 女 神 を 」 祀 るイ則面 に 注 目 して,女 神 カ ンフ ァ レ ンス を ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム の イ ベ ン トと捉

え て い る と い え る。 また,若 者 だ けで な く,退 役 軍 人 の ビル も女 神 は キ リス ト教 の男 神 キ リス

トと同 等 の 神 格 的 存 在 だ とみ て い て,女 神 運 動 と ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム を 同一 視 して い る わ けで は

な い が,関 連 が あ る と考 えて い る。

 ま た,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム で は な く,イ ギ リス の 神 的 存 在 と い う点 に ひ か れ た 男 性 もい る。

ジ ョ ンは ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム を本 格 的 に学 ん だ こ と は な く,自 分 を ネ オ ペ イ ガ ンだ と は考 え て い

な い 。 そ ん な彼 に と って,イ ギ リス文 化 に基 づ いて い る ジ ョー ンズ の理 論 は,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ

ム の 理 論 よ り論 理 的 に思 え た。 男 神 の 崇 拝 を拒 否 す る マ ー ク は ジ ョン と 同様 に ネ オ ペ イ ガ ンで

はな い。 しか し,ジ ョ ンと は異 な り,マ ― クが 女 神 に関 心 を も った の は,ジ ョー ンズが 本 格 的

に女 神 運 動 を 始 め る よ う に な る ず っ と前 の こ と だ っ た。 彼 は,自 ら に合 っ た ス ピ リチ ュ ア リ

テ ィ を探 し求 め る 中 で 仏 教 に 出 会 うが,男 性 的 す ぎ る点 だ けで な く,自 分 が 育 っ た文 化 とは あ

ま り に か け離 れ た伝 統 に根 ざ して い る こ とに 違和 感 を 覚 え た 。 そ の一 方 で,グ ラ ス トンベ リー

と女 神 を 結 び っ け る視 点 を通 して,女 神 に 出 会 い,女 性 的 な点 だ け で な く,イ ン グ ラ ン ド的 で

あ る点 に魅 力 を 感 じた。 ジ ョン と マ ー ク は,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム とい う よ り,イ ギ リス固 有 の神

的 存 在 で あ る点 か ら関 心 を も っ た と い え る。

 さらに,女 性の力や性的側面を肯定する姿勢に共感 した男性 もいる。これまで,女 性が女神

にひかれるのは,欧 米諸国の伝統的な宗教であるキ リス ト教が否定 してきた女性の存在やセク

シュア リティを,女 神運動が称賛 してきたか らだと説明されて きた。 しか し,マ ークとビルの

事例か らは,男 性中心的なキ リス ト教になじめず,女 神運動 にかかわるようになっていった男

性 もいることがわかる。女神運動では,女 性の身体やセクシュア リティを認めているが,こ れ

 ..
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はマークの実体験か ら得ていた女性理解 と同様だった。 ビルは,男 性中心的なキ リス ト教 に違

和感を持ち,英 国国教会が女性牧師を認めたことを高 く評価 していたが,そ れ以上に女性 の力

を公に称賛す るような女神運動に強い印象を受 けたのだ った。

 ここで挙げた三点 はいずれも,男 性実践者に特有の理由ではなく,女 性実践者の多 くも,こ

の三点のいずれか,ま たは複数の理由を背景に,グ ラス トンベ リ―女神運動にかかわって いる。

ただ し,三 点 目につ いて は,男 性実践者にとって,異 性の称賛であり,そ の意味する文脈 は女

性の場合 とは異なっていると考え られる。また,二 点 目はどの女神運動に も当てはまるわ けで

はないが,一 点目と三点 目の理由から,女 神運動に従事 している男性は他の女神運動 にもいる

と思われる。

5―3.女 神運勤における男性の位置づけ

 一般的に女神運動 における男性の位置づけとしては,次 の三つが考え られる。1)全 ての男

性を排する,2)男 性 は参加を認められるが,劣 位に置かれ る,3)男 性 は参加を認め られる

だけでな く,む しろその存在が歓迎 される。

 1)に っ い て は,分 離 主 義 を唱 え たZ.ブ ダ ペ ス トの ス ー ザ ン ・B・ ア ン ソニ ー ・カ ヴ ン ・

ナ ンバ ー ワ ン(Susan B. Anthony Coven No.1)が 挙 げ られ る。 フ ェ ミニ ス ト魔 女 で レズ ビ ァ

ンの ブ ダ ペ ス トは,男 性 を排 除 した女 性 だ け の共 同 体 を構 築 しよ う と す る分 離 主 義 を 唱 え,魔

女 術 を純 粋 な 女 性 の 宗 教 と して,フ ェ ミニ ス トで分 離 主 義 者 の レ ズ ビ ア ン女 性 だ け に 教 え た

[Salomonsen 2002:38]。 彼 女 は,父 権 主 義 が 「女 性 の基 本 的 な オ ー ガ ズ ム の 本 質 」 を 力 つ く

で 抑 圧 して きた と主 張 し,父 権 主 義 を 「太 母(Great Mother)を 抜 き に し た,男 性 の性 的 称 賛 」

を 表 した 侵 入 だ と み て い る[Greenwood 20oO:130]。 つ ま り,ブ ダペ ス トは,男 性 が 女 性 の

オ ― ガ ズ ム を 抑 圧 して き た と批 判 し,男 性 を 排 除 して,女 性 に よ る女 性 の た め の新 し い共 同 体

の 構 築 を 目指 した の で あ る。 この よ うな 女 神 運 動 で は,男 性 が 女 神 運 動 に 加 わ る こ と は難 し く,

男 性 実 践 者 は い な い と考 え られ る。

 2)に つ いて は,ス ター ホ ー ク の始 め た リク レイ ミン グ(Reclaiming)を 挙 げ る こ と が で き

る。 リク レイ ミ ング で は男 性 の参 加 を拒 ん で は い な い が,男 性 の存 在 を 否 定 す る よ うな 実 践 が

お こ な わ れ る こ と もあ っ た。1984年,あ る男 性 が, リク レイ ミン グ の ニ ュ ー ス レ タ ー に 男 性

の セ ク シ ュ ア リテ ィ にっ い て の疑 問 を投 げ か け る投 稿 を お こ な った 。 この 男 性 が この よ うな 行

動 を と っ た の は,彼 の11歳 に な る息 子 が 母 親 に連 れ られ て,女 性 だ け の リク レイ ミ ン グ の 集

ま り に参 加 す る うち に,「 男 な ん か い らな い,い つ も は い らな い,時 に は いて も い い け ど ね 」

と い う歌 を覚 え て,歌 っ て い る姿 をみ て不 安 に思 つ たか らで あ る。 こ の投 稿 を き っか け と して

数 年 に わ た り,男 性 と 女 神 の 関 係 に関 す る議 論 が ニ ュ ー ス レ タ ―上 で 続 い た[Salomonsen

2002:242-243]。 そ の 中 で は男 性 か ら男 性 に は男 性 の た め だ け の 男 神 が必 要 だ と い う主 張 が
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なされたり,女 性か ら男神の必要性が訴え られたり,男 性か ら女神のみを崇拝する必要性が述

べられたりした。 この議論は結局,1989年 に創始者のスターホークが著書の中で,女 性 と男

性を,神 的存在である女神 と男神に直接投影することに疑問を投げかけたことで終焉 したのだ

が,彼 女 は心理的な レベルでの女性 と男性を,そ れぞれ女神 と男神 に同一視す ることを拒否 し

ただけで,生 む性 と女神のっなが りについては否定 していないため,出 産できる性が女性であ

る限 り,男 性 は周縁的な存在にとどまり続けるとサロモンセ ンは指摘 している [Salomonsen

2002:244]o

 本稿で取 り上げたグラス トンベ リー女神運動は,3)に 当たる。 ジョー ンズは,男 神を排除

し,女 神だ けを崇拝することを主張す るが,女 神を崇拝す る男性を歓迎 し,む しろそのような

男性 の存在を強調するように季節の祝祭や女神カンファレンスを構成 している。 このことは,

女性参加者に男性で も女神運動の実践者がいることを印象付 けるだ けでな く,世 間的には変人

と思 われがちな女神運動に関心をもっ男性に,他 にもそのような男性がいると示すことで,女

神運動を実践 してい くことに安心感を与えていると想定される。

 本稿では,女 神運動における男性の位置づけを中心 に,グ ラス トンベ リーで始まった女神運

動を事例 として報告 して きた。 ジョーンズは男神を排除す るが男性実践者を歓迎 している。そ

のため,女 神に関心 をもっ男性 もグラス トンベリー女神運動にや って くるのだが,男 性実践者

が女神にひかれ る背景にはネオペイガニズム,イ ギ リスの神的存在,女 性の力や性的側面を肯

定 している点への共感 も挙げることができる。

6.結
A
冊

一三
口

 これまでの女神運動に関する研究では,男 性参加者の存在はほとんど無視されてきた。その

一っの理由 としては,女 神運動に携わる男性の絶対数が少なく,ま た実践者であることを公に

していない男性 も多 いため,イ ンフォーマン トを見っ けにくいことが挙げ られる。ブティック

は,女 性が宗教 の中で リーダーになるルートとして,男 性創始者の後継者 となる,2)男 女で

創設す る,3)女 性が創設する,の 三っを示 した うえで,数 少ない3)の 事例 として,女 神 の

スピリチュア リティを挙げている[Puttick 1997:176,195]。 このように女神運動は女性が主

体となって実践 している珍 しい宗教的実践の一っであり,そ の中にいる男性は,現 代の欧米社

会の中ではかな りの少数派なのである。

 本稿では,女 神運動 という欧米で盛んにな りっっ運動の実態を,こ れまで取 り上げられてこ

なか った男性参加者 に注 目して考察 してきた。現代の欧米諸国で盛んになって きている新 しい

宗教的実践の研究において,女 神運動は数少ない女性主導型の宗教的実践という点で重要であ

り,と りわけその男性実践者 は宗教 とジェンダーの問題を考えてい くうえで興味深 い存在であ
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る。今後 ともその動向を見守 っていきたいと考えている。

注

1)英 語 で ”witch” といえ ば,女 性 を指す ことが多 いが,男 性 もい る。 「魔女=女 性」 とい う連

 想 は,日 本語 の訳語 のイ メー ジか ら くる問題 であ る。

2) ドルイ ド教 はケル ト人 の信仰 の ことであ り,そ の神官 は ドル イ ド(Druid)と 呼ばれ,歴 史的

には三 っ の区分が あ る[原2007]。1)前5世 紀 の ガ リアのギ リシ ャ文化 の影 響 を受 けた知 的階

層集 団,2)紀 元前 後か ら近世 まで の ヨー ロッパ のキ リス ト教以 外 の信 仰者,3)18世 紀以 降,

アイル ラ ン ドや グ レー ト ・ブ リテ ン島 でケル ト文化 の復興 を 目指 し,キ リス ト教 到来以前 の信 仰

と しての ドル イ ド教 を理想視 してい るネオ ドルイ ド,で あ る。現在 み られ る 「ドルイ ド」 は3)

にあた るが,三 区分 の ドルイ ドの歴史 的な連続性 は学術 的に は否定 されて いる。

3)本 稿 で は,基 本 的 には女神運 動 と記 し,引 用文献 や イ ンタ ビュ― について はそ の中の記述 や発

 言 に従 うことにす る。 なお,実 践者や グ ラス トンベ リーの住人 は この運動 を 「女 神」 とか 「女 神

運動」 と呼 んで いるが,「 女神」 では神 的存在 と しての 「女神」 との 区別 がつ きに くくな る こと

もあ り,本 稿 で は 「女神運動」 と記 してい る。

4) http://www.bc.edu/bc _org/rvp/pubaf/chronicle/v 7/mr 4/daly.html,

 http二//www.bc.edu/bc_org/rvp/pubaf/chronicle/v 7/my 28/daly.html,

 http://www―bc.edu/bc―org/rvp/pubaf/chronicle/v 9/f 15/daly.html参 照 。

5)Tim Wardは,世 界各地 の女神 の聖地 を妻 とと もに訪ね歩 き,そ の体験 を綴 った著書Savage

 Breast[2006コ を 出版 した。 その中で彼 は,女 性 が女神 を崇拝 してい るの に,な ぜ男性 は しな い

のか,男 性が女神 を拒否 す るの は,女 性 との健康 的 な関係 の形成能 力 が傷 つ くことを恐 れて い る

か らで はな いか と述べて い る。

6)キ リス トの大 叔 父 ア リマ テ ア の ヨセ ブが,キ リス トの死 後,そ の 血 液 と体 液 を も っ て グ ラ ス ト

 ンベ リ一 を 訪 れ,こ の 地 に イ ン グ ラ ン ドで初 め て の 教 会 を 造 っ た と い う伝 説 。

7) 6世 紀 頃の伝説 的 なイ ングラ ン ド南西部 の王。 サ クソ ン人の侵入 か らイ ング ラン ドを守 った と

 いわれ るケ ル ト伝 説 の英雄 であ る。

8)ケ ル ト伝説 では,西 方 に魔法 の島 ア ヴァロンという現実 的な世界 と重 な り合 った神秘 的な世 界

 が あ り,死 者 が復 活 のと きを待 って い るとされる。最後 の戦 いに敗 れ たア ―サ一王 は,傷 を癒 す

 た めに この島 に運 ばれ,復 活の ときを待 っている といわ れて いるが,王 の遺体 と棺が グ ラス トン

 ベ リーか ら見 っか ったとい う記録が残 って いるため,こ の町 はア ヴァロ ンと同一 視 され てい る。

9) ヨー ロッパ最大 の野外 ロック ・コ ンサー ト。 「グ ラス トンベ リ―」 の名 がつ いてい るが,実 際

 にはグ ラス トンベ リー近郊 の ピル トン村 で開催されて い る。地元 の農場主 が,ア メ リカ人 ギ タ リ

 ス トの ジ ミ ・ヘ ン ドリクスを追悼す る祭典 に感化 され,同 様の催 し物 を実 施 したのが始 ま りだ っ

 た。現在 で は,音 楽 だけで な く,多 様 な現 代芸術 の祭典 と して知 られ てい る。

10)英 語 の “alternative,,に は 「代 替 」 とか 「非 体 制 」 と い う訳 語 が あ る が,「 オ ル タ ナ テ ィ ヴ ・

 コ ミュ ニ テ ィ」[Prince and Riches 2000]と い う言 葉 に代 表 され る よ うに,主 流 の単 な る 否 定

 で は な く,も っ と積 極 的 な 意 味 で使 わ れ て い る。 ま た,欧 米 の ヒー リ ン グ の研 究 で も 「オ ル タナ

 テ ィ ヴ ・メ デ ィ ス ン」 匚鈴 木2002]の よ う に,邦 訳 せ ず に そ の ま ま 用 い られ て い るた め,本 稿 で

 も あ え て 訳 さ ず に カ タ カ ナで 「オ ル タ ナ テ ィ ヴ」 と して い る。
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11) グ ラ ス ト ン ベ リ― を 含 む イ ン グ ラ ン ド南 西 部 は キ リス ト教,ユ ダ ヤ 教,イ ス ラ ー ム,ピ ン

ドゥ ―教,シ ー ク教,仏 教 の六 大 宗 教 以 外 の信 仰 を もっ 人 の 割 合 が,イ ング ラ ン ドと ウ ェ― ル ズ

の 中 で 最 も高 い[Census 2001]。

12)1972年 に長老 派教会 と会衆派教会 が合併 して成立 したプ ロテス タ ン ト教会。通 称URC。

13) もと もとは シ リア正教 会 の流 れ を汲 む西 欧独 自の正教 会。1866年 に,シ リア正 教会 の聖職者

が イ ギ リス にや って きて,独 自の正 教会を設立 した。当初 はその存 続 も危 ぶ まれたが,徐 々に信

者 を増 や し,1994年 に はエ ジプ トの コプ ト正教会 の一 員 とな り,ブ リテ ン正 教 会 とい う称号 を

賜 った。 詳 しくは 匚http://www.britishorthodox.org/]参 照。 しか し,グ ラス トンベ リ―の

教 会 は未 だ に 「ケ ル トiE教会」 と名乗 って いる。特 定の信者 はいな くて,神 父が一 般住宅 を借 り

て,礼 拝 の場所 を つ くり,1人 で ミサ をお こな っていたが,こ の礼 拝所 は2008年 の夏 には閉鎖

され,2009年4月 現在,神 父が 自宅 で ミサを行 ってい る。

14)現 在 グ ラ ス トン ベ リー に は,ナ ク シ ャバ ンデ ィ派 ス ー フ ィの グ ル ー プ が 二 っ あ る。 一 方 の シ ャ

 イ フ は キ プ ロ ス人 で,も う一 方 は イ ギ リス 人 で あ る。 ど ち ら も欧 米 人 の 信 者 が 多 い こ とで 知 られ

 る。 詳 し く は[Draper 2004]参 照 。

15) イ ン ド人 プ ラ ブパ ― ダ が始 め た ヒ ン ドゥ ―教 の 一 派 で ハ レ ・ク リ シ ュ ナ運 動 と して も知 られ る。

 1966年 に ア メ リカ で 協 会 を 設 立 した た め,欧 米 に 信 者 が 多 い 。 詳 し くは[Puttick 1997:17-

 18]参 照 。

16) 1967年 にイ ギ リス人 の僧 侶サ ンガ ラク シタが創 設 した仏教 の団体 。伝統 的 な仏教 の価値 観 に

 忠実 に,新 しく西 洋人 に合 った形 の仏教 の創造 を あざ して いる。 西洋 社会 を中心 に世界23ヶ 国

 に支部 が あ る。詳 しくは[http://www.fwbo.org/index.html]参 照 。

17) ア メ リカ人 ヒズ ・ホ リネ スが1994年 頃か ら始 め た,チ ベ ッ ト仏教 とキ リス ト教の混 合 した宗

 教。彼 はイエ ス ・キ リス トと仏 陀の生 まれ変 わ りだ とみな され てい る。

18)創 始 者 は 自分が始 め た女神運動 を,女 神運動 の ある団 体を形成 して い るので はな く,単 に グラ

 ス トンベ リ―で活動 して いる女神運 動で,女 神運 動全体 の流 れ の中の連続 した一部 であ ると捉 え

 て い る。 その ため,一 連 の活動 の中心的人物 は創 始者 だが,活 動 を包括 す る団体 と しての名称 は

 な い。 しか し,本 女 神運動 の一部 の実践者 や外部 の人 々は,こ の女 神運動 を,あ る一 っの女神運

 動 だ とみ な して いるので,本 稿 では便宜上 「グ ラス トンベ リー女神 運動」 と呼ん でい る。

19) この ヒ― リングでは,感 情 が魂 のエ ネル ギーの流れ を阻害 す る ことで病気 にな る と考 え られて

 いて,手 か ざ しによ って,エ ネルギーの流 れを改善 しよ うとす る。

20)一 般 的 に “Temple” は 「寺院」 と訳すが,こ の場所 は小 さな部 屋 であ り,こ こを訪 れた複数

 の 日本 人か ら 「寺院 」 より 「神殿」 と訳す ほうが雰 囲気 に合 って い るとい う意 見 を頂 いた。筆者

 もその意見 に賛成 す る立場 なので,あ えて 「女神神 殿」 と訳 して い る。

21)地 形 を何 らかの形 にみ たて,そ こに神秘的 な意 味をみ いだす ことは,こ の地域 で は先 例が ある。

 グラス トンベ リー一帯 の地形 を空 の十 二宮(Zodiac)と みな した り,ト ール(Tor)と い う丘を

三 次 元 の 迷 宮 だ と み な した り す る[Lonegren 2007(1991);Maltwood l982(1929)]。 ジ ョ―

ン ズ の 見 い だ し た地 形 と女 神 の結 び っ き も そ の一 っ だ と い え る。

22) 「輪」 とは8方 角 を四季や4要 素 に対応 させ た円であ る。 輪 に相 当す るものは様 々な文化 でみ

 られ るが,欧 米諸 国で は古代 ケル ト人 の 「年 の輪(The Wheel of the Year)」 とネイ テ ィヴ ・

 ア メ リカ ンの 「聖 な る輪(Medicine Wheel)」 が有名 で ある。 古代 ケル ト人 は1年 間 を八 っの

 季節 に分 けた暦を使 って いたといわ れ,こ の八っ の季節 を 円上 にあ らわ した ものが 「年 の輪」 で

 あ り,春 夏秋 冬の四季 は,そ れぞれ東南西北 の4方 角 と風火水地 の4要 素 に対応 す ると考 え られ
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て いた。 このよ うなケル ト文化 の 「年 の輪」 はネオペ イガ ンには よ く知 られて いて,彼 らは この

「年 の輪」 に沿 って季節 の祝福 の儀 式を おこな う。 ま た,「聖 なる輪」 の方角 と色の対 応 は,部 族

に よ って異 なるが,例 えば ラ コタ ・スー族では,東 一黄,南 一白,西 ー黒,北 ―赤 とな ってい る

[阿部2006:89-91]。 ジョー ンズ も 「聖 な る輪 」 とケル トの伝 説 に共 通点 を見 いだ した ことを

きっか けに,ブ リタニアの輪 の考案 を試みた。

23) 1ポ ン ドは,2008年8月 で は約210円,経 済 危 機 後 の2009年4月 で は約150円 。

24) ス コ ッ ト ラ ン ド合 同 自 由 教 会 は,も と も と は1900年 に ス コ ッ ト ラ ン ド自 由 教 会(Free

Church of Scotland)と 合 同長 老 派 ス コ ッ トラ ン ド教 会(United Presbyterian Church of

Scotland)が 一 緒 に な って 形 成 さ れ た ス コ ッ トラ ン ドの 長 老 制 の 宗 派 で あ る。 しか し,1929年

に ス コ ッ トラ ン ド教 会((Church of Scotland))に 合 同 す る こ と に な り,そ れ を拒 否 した 少 数

派 に よ って 再 発 足 した の が 現 在 の ス コ ッ トラ ン ド合 同 自 由教 会 で あ る。

25)女 神 カ ンフ ァ レ ンスの一部 の ワ ―ク シ ョップ は女性 に限定 され て い るが,男 性 に限 定 され た

 ワー ク シ ョップ もあるため,こ の限定 が男性 を排 除 して いる とは一 概 にはいえ ない。
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要  旨

これ まで の宗教 研究 で は,男 性 中心的な視点か ら研究 が なされて きた ことを反省 し,男 性 中心 の

宗教 にお ける女 性信 者 に注 目す る ことの必要性 は叫 ばれて きたが,女 性 中心 の宗教 にかか わる男

性 信者 の研究 は ほ とん どお こな われて こなか った。 その主な理 由 と して は,女 性中心 の宗教的実

践 の数 が少 なか った ことが挙 げ られ る。 主 流の宗教 が提 供 して こなか った事柄 を女性 に提供 して

きたため,女 性 を ひ きっ けて きた新 しい宗 教的実践で あ って も,指 導者 が男性 だ った り,女 性指

導者 を操 る男 性が い た りして,必 ず しも女性主導型 ではなか ったの であ る。

 正970年代,フ ェ ミニ ス トのネ オペイ ガニズ ムへ の接 近 か ら生 まれ た現 代 の女神 運動 は,女 性

が主体 とな って実践 して い る数少 ない宗教的実践で ある。 女神運 動 の実 践者 の大半 は女性で ある

が,男 性実 践者 も少数 なが ら存 在 している。 女神運動 にお ける男 性 の位 置づ け と して は,1)排

除 され る,2)劣 位 に置か れ る,3)歓 迎 され る,の 三 つが考 え られ るが,ニ ューエイ ジの聖地

と して知 られ る,イ ギ リスの グ ラス トンベ リ―で1990年 代 に始 まった女神運 動 は3)に あ たる。

この女 神運動 で は,男 神 は排 除 す るが,女 神 を崇拝 す る男性 は歓 迎 す るとい う姿 勢 を とって いる

た め,他 の女 神運 動 の グループ と比べ ると,男 性 の割合 が比 較 的多 い。 本稿 で は,グ ラス トンベ

リーにお ける女 神運 動の創始 者 の ライ フス トー リ―とその主張,お よび この女神運 動 にかかわ り

を もった5人 の男性 実践者 の ライ フス ト― リーを分析 した。 そ の結 果,男 性が この女神運動 に関

心 を もった背 景 には,ネ オペイ ガニズム,イ ギ リスの固有 の神 的存在,女 性 の力や性 的側面の肯

定 があ った ことが わか った。

 本稿 は,欧 米 の新 しい宗教 的実践 にお けるジェ ンダー研究 の一 っで あ る。 と同時 に現代 の欧米

で盛 んに な りつつ あ る もの,日 本 で はその存在が ほとんど知 られ て いない女神運動 の詳細 にっ い

て も明 らか にす る ことを 目指 して い る。

キ ー ワー ド オ ル タ ナ テ ィ ヴ宗 教,女 神 運 動,フ ェ ミニ ズ ム,ネ オ ペ イ ガ ニ ズ ム,男 性 と女 神

Summary

In the area of religious studies, scholars have focused on female believers of male‐

oriented religions, but they h穽e rarely studied male believers of female‐oriented

religions. The main reason is that there are few female‐oriented religions. While the

teaching of new religions is women‐friendly, the leadership is often male dominated even

though the followers are female.

  The contemporary Goddess movement first appeared in the 1970 s when feminists

adopted the Goddess or witch from the Neopaganism, as a symbol of strong women. The

Goddess movement is one of the rare new religions whose leadership and organisers are

women in general, while there are some male believers.

  The Goddess movement in Glastonbury, England started in the 1990's. In this

particular Goddess movement, God is rejected, yet male followers are particularly

welcome. So there are more male believers in this Goddess movement than in any other.

In this paper, I examined the life story and the teaching of the female founder and the

life stories of five men who have been involved in this Goddess movement at some point.

Idiscovered that the reasons why those men were interested in this Goddess movement

included Neopaganism, English divines, and their positive attitude toward women's

power and sexuality.
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